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なか むら むら を 

中 村武羅 夫君 

これ は 君の 「随筆 流行の 事」 に対する 答で ある。 僕 

は 暫 く 君と 共に 天下の 文芸 を 論じなかった 為め か、 

君の 文 を 読んだ 時に 一 撃 を 加へ たい 欲望 を 感じた。 

すな は いさ さ 

乃ち 一月ば かり 遅れた ものの、 聊か 君の 論陣へ 返し 

ゆ ゑん 

矢 を 飛ばせる 所以で ある。 どうか ふだんの 君の やうに、 

怒 髪 を 天に 朝せ しめる と 同時に、 内心 は 君の 放った 矢 

は 確かに 手 答への あった こと を 満足に 思って くれ 給へ。 

君 は 「凡そ 芸術と 云 ふ 芸術で、 清閑の 所産で ない も 



説に 少しも 異議 を 述べる 必要 はない。 同時に 又 君 も 僕 

の 説に 異議 を 述べる 必要 はない 害で ある。 

なか むら あくた が は かね 

次に 中 村 君 はかう 云って ゐる。 「芥川 氏 は 清閑 は 金 

の 所産 だと 言 ふ。 が (中略) 金の あるな しにかか はら 

ず、 現在の やうな 社会的 環境の 中で は 清閑なん か 得ら 

いそが 

れな いので ある。 金が あれば あるで 忙しから う。 金 

がなければ ないで 忙しから う。 清閑 を 得られる 得られ 

-っ む むし 

ない は、 金の 有無よりも、 寧ろ 各自の 心境の 問題 だと 

思 ふご すると 清閑なん か 得られな いと 云った の は 

か な らず と かく 

必 しも 君の 説の 全部で はない。 心境 は 兎に角 金 以外 

また 

に 多少の 清閑 を 与へ るので ある。 これ も 亦 僕に は 異存 



けんさう うそ 

を 破壊す る こと は 全然 喧騒と 同じ ことで ある。 もし 譃 

ほ^ 

だと 思 ふなら ば、 アフリカの 森林に 抛り 出された 君 や 

僕 を 想像して 見 給へ。 勇敢なる 君 は ホッテントットの 

しうち やう 

尊長の 王座に 登る かも 知れない。 が、 ひと 月と たた 

なか むら むら を 

ない うちに 不幸なる 尊長 中 村武羅 夫の 発狂す る こと も 

また 

亦 明らかで ある。 

中 村 君 は 更に 「それで は 清閑の 無い やうな 現代の 生 

活から は、 芸術 を 望む こと は 出来ない かと 云 ふと、 私 

力ならず 

は 必 しも さう ではない と 思 ふので ある。 芸術なん か 

その 内容で も 形式で も、 どんな 時代の どんな 境地から 

でも 生れる やうに、 流通 自在の ものである。 (中略) 時 



随筆 だって、 やっぱり 「枕の 草紙」 とか、 「つれづれ 草」 

せいせう なごん けんかう ほふし 

とか、 清 少納言 や 兼 好 法師の 生きた 時代に は、 ああし 

た 随筆が 生れ、 また 現在の 時代に は、 現在の 時代に 適 

応 した 随筆の 出現す るの は 已むを得ない。 (僕 曰、 勿 

な つ めそう せき 

論で ある) 夏目漱 石の 「硝子 戸の 中」 など も、 芸術的 

小品と して、 随筆の 上 乗なる もの だと 思 ふ。 (僕 曰、 

頗る 僕 も 同感で ある) ああ 云 ふの は なかなか 容易に 

くわん てうろう だんち やうて う そうせき 

望める もので はない。 観潮楼 や、 断腸 亭ゃ、 漱石 や、 

ど を かえい いちらう 

あれ は あれで 打ち留め にして 置いて、 岡栄 一郎 氏、 

さ さきみ つ ざ う 

佐 佐 木 味津三 氏な どの 随筆で も、 それ は それで 新ら し 

い 時代の 随筆で 結構で はない かご 君の 言に 賛成す る 



為に はま づ 「硝子 戸の 中」 と 岡、 佐 佐 木 両氏の 随筆と 

の 差 を 時代の 差ば かりにして しま はなければ ならぬ。 

それ はま あ 日ごろ 敬愛す る 両氏の ことで も あるし する 

さしつ か 

から、 時代の 差ば かりにしても 差 支へ はない。 が、 大 

しん かならず 

義の存 する 所、 親を滅 する を 顧みなければ、 必 しも 

さう ばか リは云 はれぬ やうで ある。 況 や 両氏の 作品 

にも はるかに 及ばない 随筆に は 妙 何に 君に，， 促 された 

たうて い ついで 

にもせ よ、 到底 讃辞を 奉る こと は 出来ない。 (次 手に 

ちょっと つけ 加 へれば、 中 村 君 は 古人の 随筆の 佳 所と 

ヽ， -は ゆる ；ぅ しゅ 

君の 所謂 「古来の 風趣」 と を 同 一 視 して ゐる やうで あ 

る。 が、 僕の 「枕の 草紙」 を 愛する の は 「古来の 風趣」 



を 愛する ので はない。 少く とも 「古来の 風趣」 ばかり 

を 愛して ゐな いのは 確かで ある。) 

最後に 君 は 「何う せ 随筆で ある。 そんなに 難 かしく 

考 へない 方が 好い。 あんまり 出たら め は 困る けれども、 

必 しも 風格 高き を 要せず、 名文で ある こと を 要せず、 

一 J そぼく 

博識なる を 要せず、 凝る こと を 要しない。 素朴に、 

てんしんらんまん そしつ 

天真爛漫に、 おのおのの 素質に 依って、 見たり、 感じ 

たり、 考 へたり した ことが 書いて あれば、 それでよ ろ 

しい」 と 云って ゐる。 それでよ ろしい に は 違 ひない。 

しかし 問題 は 中 村 君の 「あんまり 出たら め は 困る けれ 

ひそ 

ども」 と 云 ふ、 その 「あんまり」 に 潜んで ゐる。 「あん 



また 

まり 出たら め」 の 困る こと は 僕 も 亦 君と 変リ はない。 

くわん よう 

唯 君 は 僕よりも 寛容 の 美徳に 富んで ゐ るので ある。 

なほ 次 手に 枝葉に 亙れば、 中 村 君 は 「近来 随筆の 流 

行 漸く 盛んな らんと する に 当って、 随筆 を 論ずる 者、 

いっぱう なが ゐ かふう ちかまつ しうかう 

必ず 一 方に 永 井 荷 風 氏 や、 近 松 秋 江 氏 を 賞揚し、 一 方 

に 若い 人人の それ を 嘲笑す る 傾向が ある。 (中略) 世 

つと しリ うま をく じ やうお く 

間が 夙に 認めて ゐる こと を、 尻 馬に 乗って、 屋上 屋を 

架して 見た つて、 何の 手柄に もなら ない」 と 云って ゐ 

る。 これ も 同感と 云 ふ 外 はない。 就中 「若い 人人」 の 

中に 僕 も 加へ て くれるならば、 一層 同感す る こと は 確 

かで ある。 



しかし 君の 「随筆の 流行と いふ こと を、 人人に はつ 

なかと か はきち じ 

きリ 意識 させた の は、 中 戸川 吉ー 一氏の 始めた、 雑誌 「随 

筆」 の 発刊が 機縁に なって 居る と 思 ふ。 (中略) しかし 

随筆と 云 ふ ものが、 芥川氏 や、 その他の 諸氏の 定義し 

て 居る やうに 難 かしい もの だとす ると、 (中略) 到底 随 

筆 専門の 雑誌の 発刊なん か、 思 ひも 及ばない ことにな 

いさ さ けいけ き 

る」 と 云 ふの は 聊か 矯激の 言で ある。 雑誌 「随筆」 は 

かならず よ 

必 しも 理想的 随筆ば かり 掲載せ ずと も 好い。 現に 君 

しゅさ い 

の 主宰す る 雑誌 「新潮」 を 読んで 見 給へ。 時には 多少 

の 旧 潮 を も 掲載して ゐる こと は 事実で ある。 

中 村武羅 夫君 



二 

ふじ もり じゅん ざう うの かう じ 

新潮 二月 号 所載 藤 森淳三 氏の 文 (宇 野浩ニ 氏の 作 

と 人と に関する) によれば、 宇 野 氏 は 当初 軽蔑して ゐ 

さとみ とん あくた がはリ ゆうの すけ いろめ 

た 里 見 諄 氏 や 芥川龍之介に、 色目 を 使 ふやう になつ 

たさう である。 が、 里 見 氏 は 姑く 問 はず、 事の 僕に 関 

する 限リ、 藤 森 氏の 言 は 当って ゐ ない。 宇 野 氏 も 色目 

を 使った かも 知れぬ が、 僕 も 又 盛に 色目 を 使った。 い 

むし 

や、 僕 自身の 感じ を 云へば、 寧ろ 色目 を 使った の は 僕 

ばかりの やうに も 思 はれる ので ある。 



かたがた 僕 は 小閑 を 幸 ひ、 色目の 辯を艸 する ことと 

した。 

(大正 十三 年 四月) 
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